
年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

〇自分の名前からくるイメージを自
由にデザインし、伝えるデザインに
関心を持ち、形や色構成など構想を
練る。自分をイメージしたシンボル
マークやロゴマーク（17×17㎝）に
デザインし、形や色、構成など工夫
して制作する。
2つの作品を1枚の台紙にまとめそれ
ぞれの持ち味を生かしながら調和の
取れた作品に仕上げ、完成作品を鑑
賞し合い、意図や工夫を感じ取り、
話し合う。
教材
アクリルガッシュ
クロッキーブック
 ６B鉛筆
ケント紙
一人一台端末の活用　等

A 単元　表現・鑑賞／絵画
【知識及び技能】
造形要素の働きとして、明暗を正し
く描くことによって質感や立体感が
表現できることを理解する。また、
各部分と描かない部分に差をつけ、
鉛筆及び白黒の色鉛筆などの特性を
生かして創造的に描く。
「技」 意図に応じて材料や用具の特
性を生かし表現方法を工夫する。作
品を描いて得たものを、２分間で１
００文字以上に感想をまとめプレゼ
ンを行う。
【思考力、判断力、表現力等】
モチーフとデッサンを見比べること
で形や明暗の違いやを客観的に判断
し、「見る」と「描く」の比率を７
対３とし、ものをじっくり見て描く
プロセスによって構想を練ったり鑑
賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒の作品を鑑賞し、自己の制
作プロセスの繰り返しを通じて、次
への制作意欲と関心を高め、見方や
感じ方を深める創造活動に主体的に
取り組もうとする。

 B単元　表現・鑑賞/デザイン
 【知識及び技能】
伝えたい情報を整理し，印象に残る
シンボルマークや，使用する場所や
目的にあったサインを参考に、自分
の名前からくるイメージを背景の部
分も含め、ドラマチックにデザイン
する。　　　　　　　　　　　【思
考力、判断力、表現力等】
伝える情報の内容や相手などから主
題を生成し，単純化や省略，強調な
どの効果や，わかりやすさと美しさ
の調和などについて考え，創造的な
表現の構想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的にメッセージの内容や伝える
相手について考え，効果的に内容を
伝えるデザインを工夫する表現の創
造活動に取り組もうとしている。

美術Ⅰ

〇 〇 30

創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に着け、意図に応じて表現方法を創意工夫し表せるよう育
む。また、対象を据える造形的な視点について理解を深めさせる。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主題を生成
し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深められるよう導く。

美術や美術文化と豊かにかかわり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。

思 態知

芸術

指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

2

〇年間を通じて授業初めに、身近な
ものを見つめなおし描く方法や言葉
によるイメージを創意工夫して表
す。
５分間～１０分クロッキー
教材
クロッキーブック
6B鉛筆
一人一台端末の活用　等

芸術 美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（A組：田尻）（B組：田尻）（C組：田尻）（D組：田尻）（E組：田尻）(F組：田尻）(G組田尻）(H組田尻）

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標

〇 〇 〇

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にもた
らす効果や、造形的な特徴などを基に、身近な
ものの特徴や美しさなどを全体のイメージで捉
えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体感
などの表現すべきポイントを理解している。ハ
イライトデッサンの技法を理解し、鉛筆や色鉛
筆の特性を生かして創造的に描いている。ま
た、線の強弱など表現方法を創意工夫して表現
している。
【思考・判断・表現】
「発」 身近なものの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主題
を生成し、表現形式の特性を生かし、形や色
彩、質感などを考え、創造的な構想を練ってい
る。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを感
じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工
夫などについて考え、見方や感じ方を深めてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返る
ことで造形的な良さや美しさを感じ取り、次の
制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞の創造
活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
「知」名前からくるイメージを発想豊かに、形
や色などの効果や，造形的な特徴などをもと
に，わかりやすく効果的な伝達のデザインを，
全体のイメージや作風などで捉えることを理解
している。
「技」意図に応じて表現方法を創意工夫し、制
作の順序などを総合的に考えながらアクリル
ガッシュなどの特性を生かして，目的や計画を
もとに創造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」伝える情報の内容や名前からくるキャラ
クター的な形や色彩、性格を表す伝達効果と美
しさの調和などについて考え，創造的な表現の
構想を練っている。
「鑑」名前からくるイメージの伝達効果や洗練
された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考えるな
どして、美意識を高め、見方や感じ方を深めて
いる。　　　　　　　　　　　　　【主体的に
学習に取り組む態度】
主体的に情報を伝えるデザインの目的や機能と
の調和の取れた美しさなどを感じ取り，わかり
やすく効果的に情報を伝える工夫などについて
考える鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい
る。

配
当
時
数

評価規準

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表す。
・対象を据える造形的な視点について理解を深
めている。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創造的な
工夫、美術の働きについて考えるとともに、主
題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術
文化に対する見方や感じ方を深めたりしてい
る。

日本文教出版）

芸術

美術Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうと
している。



〇読書感想画　　　　　　　　　本
校の図書館を活用し、小説を読んだ
で制作し、全員読書感想画コンクー
ル出展とする。　　　　　教材
アクリルガッシュ
クロッキーブック
６B鉛筆
画用紙　　　　　　　　　　　　一
人一台端末の活用　等

28〇〇〇

C 単元　表現・鑑賞／絵画
【知識及び技能】
小説の全体からくるイメージや各場
面からくるイメージなどを思い浮か
べながら、場面の意図に応じて絵の
具などの特性や効果を生かすととも
に、表現方法を創意工夫し、主題を
追求して創造的に表している。具体
物や抽象的なものの組み合わせ、構
図や色彩などの効果、全体のイメー
ジなどを捉え、絵の具などの特性を
生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】
想像や空想したイメージなどを基
に、形体や色彩、配置、組み合わせ
などの効果を考え、構想を練ったり
鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
空想や夢などから、心の中の世界を
表す創造活動に、主体的に取り組
む。

〇

〇

〇カラーシートや紙類をを用いた光
のタワーを自由に創意工夫し表現す
る。、
教材
カラーシート
トレッシングペーパー
和紙
クロッキーブック
マジック
６B
光の塔（単３）
一人一台端末の活用　　等

D 単元　表現・鑑賞／デザイン
【知識及び技能】
ステンドグラス風ランプシェイドに
おいて、カラーシートによる光の色
合いを考慮した自然物や幾何学模様
などの形と色彩の特徴の美しさ、構
成などの効果、全体のイメージなど
を捉え、カラーシートとトレッシン
グペーパーの材料の比率や用具の特
性を生かし、計画を基に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
自然物などの形や色彩の特徴や美し
さ、用いる場面などを基に、形や色
彩の構成などの効果を考え、模様の
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
自然物の特徴などを生かして模様を
デザインする創造活動に、主体的に
取り組む。

２
学
期

３
学
期

合
計

70

12

〇〇〇

【知識及び技能】
「知」カラーシートによる光の色合いを意識し
た形や色彩、構成の効果などが感情にもたらす
効果や、用いる人や場面、目的や条件、機能や
用途などを考え、全体のイメージで捉えること
を理解している。
「技」意図に応じて表現方法を創意工夫して、
制作の順序などを総合的に考えながら形や色
彩、構成の効果を生かし、見通しをもって創造
的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」 用いる人の心情や使用する場面などで
求められる効果や機能などから主題を生成し、
形や色彩、構成などが感情にもたらす効果や美
しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想
を練っている。
「鑑」 模様のもつ機能や用途を生かすための
形や色彩、構成の特徴や美しさなどを感じ取
り、表現の意図と創造的な工夫について考え、
見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「態表」 主題を生み出し、模様のもつ機能や
用途などを考え、構想を練り、意図に応じて創
造的に工夫し見通しをもって表す表現の創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 模様のもつ目的や機能、美しさなど
を感じ取り、表現の意図と工夫について考える
など、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動
に、主体的に取り組もうとしている。
 


〇〇

【知識及び技能】
「知」場面を効果的に演出し、色彩、構図など
の性質やそれらが感情にもたらす効果、具体物
や抽象的なものの組み合わせなど造形的な特徴
などを基に、全体のイメージや作風などで捉え
ることを理解している。
「技」 意図に応じて絵の具などの特性や効果
を生かすとともに、表現方法を創意工夫し、主
題を追求して創造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」小説の場面を想像や空想したイメージな
どから主題を生成し、表現形式の特性を生か
し、形体や色彩、配置、組み合わせなどについ
て考え、創造的な表現の構想を練っている。
「鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、作
者の心情や意図と創造的な表現の工夫などにつ
いて考え、見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「態表」小説の内容などを基に、心の中の世界
を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もう
としている。
「態鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、
作者の表したい夢や空想の世界の特徴や美しさ
などについて考え、見方や感じ方を深める鑑賞
の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。

〇


